
 

★県新人大会10/30（土）11/1（日）★ 

●卓球男女（緑ヶ丘体育館）アベック県ベスト４ 

 （アベックってフランス語らしいです）。そうは言ってもなかなかできることじゃない。そ

こに至る試合だって、楽勝な試合は一つもなくて、すべて接戦で勝ち上がったのだから恐れ入

る。まさに手に汗握る試合。こういうギリギリの経験を積み重ねてさらに強くなるんだろうと

実感。まだまだ伸びる。  

●ソフトボール（中巨摩第二Ｇ）県３位 

 前回も大接戦の末に敗れた相手と、今回も１点差惜敗の末の３位。もう実力的には完全に互

角だろう。それにしてもここまでの戦いができるのは、自立した選手たちあってのこと。いろ

んなところで選手同士がしゃべるし大きな声を出すし、その一体感が半端ない。まだまだ成長

するだろう。 

●サッカー（グリーンフィールド穂坂）２日目に続く 

 ベンチの声がいい。広いフィールドの中じゃ声が大きくないと届かない。選手だけでなく、

ベンチの選手も戦っている。選手はボールにアグレッシブにプレッシャーをかける。必死に追

いかける。その圧力が相手を圧倒したのだと思う。プロの試合みたいなボレーシュート、ルー

プシュートは見事としか言いようがない。ナイスゲーム 

●バスケット男女（若彦路＆一宮桃の里）１回戦敗退 

 出だしこそ硬かった女バス。でも時間がたって落ち着いてからは、自分たちのプレイができ

るようになった。少ない人数というハンデを背負いながら、それでも果敢に相手に向かってい

く姿こそがカッコいいい。勝ち負けじゃなくて、そのプレイこそ価値がある。男子も練習で取

り組んだことを試合に生かそうと頑張っていたという。試合になるとなかなかそれができな

くなるのだけど、やり抜こうとする姿勢はとても立派。自分を信じる仲間を信じるってこうい

うこと。 

●県駅伝（櫛型陸上競技場）女子県優勝・男子県３位（アベック関東大会出場） 

 駅伝においてタスキをつなぐって、言葉で表す以上にすっごく特別なことだと思う。その瞬

間に前走者には仲間に託すしかない。一杯一杯で走って来てるので声にならないが、体全体が

“頼むぞ”と伝えてる。受け取る仲間にもそれが伝わる。タスキと一緒に想いも受け取る。そ

の熱い想いを受けて飛び出していく。この瞬間、なんかジンと来る。駅伝メンバーにこそなれ

なかったが、その後のオープンレースでも、櫛中男女は１，２，３位を独占する。一緒に頑張

ってきた証がここにある。順位や記録以上のものを見せてもらった。 

★で・で・で・で・で・明日は強歩大会★ 

３年生には正式に許可をもらったけど、１・２年生にはまだ言ってなかったね。明日の強歩

大会、川崎も走ります。狙いはずばり“完走”。上り下りがエグイこのコースで完走目指しま

す。みんなも自分の体や心と対話しながら、自分に合った走りや歩きができればいいね。終わ

った時に自分が納得できたなら、そのすべてがナイスラン。 
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今日だけは晩酌の一杯は我慢しま

す～の川崎先生。明日は呑むぞ。 


